
 

 

 

 

 

 本日、２０２６年度（令和８年度）１学期の始業式を行いました。新しい教室、クラスメイト、担任に

なる緊張感と期待感からか、子どもたちは背筋をピンと伸ばして話を聞いていました。また、始業式に先

立ち行われた就任式では、新しく武蔵小学校に就任した先生方を紹介しています。 

 さあ、新しい学年の始まりです。様々な経験や体験を通して、すくすくと成長していく子どもたちの姿

を想像しながら、以下の２つのお願いをしましたので紹介します。 

 

 

 

みなさん、おはようございます。そして、進級おめでとうございます。新しい学年、新しい教室で学習

が始まりますね。今こうやって私の話を聞いている皆さんの表情や背筋がピンと伸びた姿から、新しい

目標に向かってがんばろうという気持ちが伝わってきます。それでは、やる気満々のみなさんに、校長先

生から１年間を通して頑張ってほしいお願いを２つします。 

１つ目のお願いは、校長先生が出した春休みの宿題と関係しています。春休みの宿題は何でしたか。そ

うです。「お家の人からありがとうと言われよう」でしたが、どうだったでしょうか。今回のお願いは、

「たくさん『ありがとう』の言葉を使いましょう」です。なかには、１日１回も「ありがとう」を言えな

い人もいるかもしれません。１回も言えない人は、「ありがとう」の言葉を使うチャンスを見逃している

のだと思います。お家の人や先生から何かしてもらったら、忘れずに「ありがとう」と伝えていきましょ

う。もし、「ありがとう」の言葉を言う場面がなかったら、自分から言う場面を作ればいいのです。 

例えば、帰りの挨拶の時に「さようなら、ありがとうございました。」、給食が終わった時に、「ごち

そうさま、ありがとうございました。」と言えばいいのです。この言葉をたくさん使えば、自分も相手も

気持ちよくなり、もっと人と仲良くなることができます。 

 ２つ目のお願いは、クイズにしていますので、当ててみましょう。３枚のスライドの共通点は何でし

ょうか。そうです。２つ目のお願いは『笑顔をつくる』ことです。ニコニコ笑顔は心と体が健康になるこ

とが分かっています。また、昔から「笑う門には福が来る」と言われていて、笑顔は幸せを運んできます。

お家だけではなく、学校生活の中でも笑顔をたくさん作ってほしいと思います。笑顔になる方法はたく

さんあります。例えば、 

〇 先生や友達とたくさん楽しいお話をすると、笑顔になれます。 

〇 学習に一生懸命取り組むと、「分かった」「できた」が増えて、笑顔になれます。 

〇 頭の中で面白いことを考えると、笑顔になれます。 

〇 作り笑いでも、脳が「笑った」と感じて幸せな気持ちになれるそうです。 

誰かが笑っていると、自分も笑顔になれます。また、自分が笑顔になると、周りの人も笑顔になります。

そう、笑顔は伝染するのです。校長先生も、みなさんにたくさんの笑顔をみせていきたいと思っています

ので、みなさんも友だちや先生方に素敵な笑顔を１日に１回は見せてください。 

 「ありがとう」を言うことと「笑顔をつくる」ことができれば、きっと誰もが居心地のいい素敵なクラ

スや学校になります。みなさん、是非がんばってみてください。 

 これで、お話を終わります。 

 

 

 

 今年、武蔵小学校は創立５０周年を迎えます。そこで、これまでの武蔵小の歩みを振り返り、保護者・

地域の方々と一緒に５０周年を祝いたいと考えています。 

 ５月２４日（日）に記念式典（午前中）と記念イベント（午後）を計画しています。当日、児童は普通

登校（弁当持参）となりますので、よろしくお願いします。（翌日５月２５日が振替休業日となります。） 

 特に午後の記念イベントは、子どもたちの主体性を大切にした活動を計画中です。 
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